
今和 4年 度 潮 由市 防 災 士 連 絡 会 環 境 整 備 委 員会 (第 6回 )

今和5年 2月 2日 (本):1守時30分一

於:サンライフ甲西 l階大会議室

1 出席者の確認 (順不同、敬称略)

①福島 由美子 (吉永)  ②高間 政治 (ルモン甲西)③谷口 茂雄〔石都中央)

④有村 秀人 (宮の森)  ③澤圏 吉宏 (岩猥案)  ④伴 喜代和 (書提寺)

①佐 本々 澪口え (三上台) ③西谷 淳 (下 田東)   ○山内 信貴 (中 山)

①野申 敦史(工業団地北)①曾我部 修

2 本年度事業の総括<氏名:敬称略>

(l)学校・地域との連携 (協賛)

〇 甲西北中学校 (予 算:60,000円 )    決算額:(

i)実施期日:8月 27日 (土 )9:30～ 12:30

ii)会  場 :甲 西北申学校 体育館、格技場、中庭

iii)参加者数 :約 167名 (う ち防災士:16名 )

iv》 感 想 等:*讀賣新聞「県民情報」に掲載された。

*牛乳パップホイッスルは、良かった。

*防災士会のパネルを今後どのように活用するか?

② 二雲東小学校 (予 算:53,000鶏 )    決算額:52,800円 ネスピーカー

i)実施期日:|1周 ll日 (金)15:00～ 16100

il)会  場 :三雲束小学校

輌)参力嶽者数:C295、 P216、 T22、 防災± 6 計:539名

iv)感 想 等 :*車の離合時が危険である。

*時間をとって防災士の紹介が出来なかった。

*当 日|よ教員の出張があり教員数が手簿l=なったが、防災士会の参カロがあったことで、

教員が顔を見て引き渡しが出来た.学校としては大変有り難かった。

(2)防災活動内容報告会の実施 (予 算:40,000円 )決 算額 I約 31,000円

*ク リアファイル、資料用紙、受付マーカー
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3 来年度事業の計画 (案 )

(1)学校 ,地域との連携 (協賛)

① 来年度も、甲曲北中学校と二雲東小学校との連携 (協賛)を継続する。

② 予算執行につしヽては、甲西北中学校ボランティア部員の活動費 (旅費を含む)が支出でき

る方法(11 1          等)を検討する。

<予算案> 甲西北中学校 :60,000円

三雲束小学校 :10,000円

(2)防災活動内容報告会の実施

① 報告会アンケートには継続実施の希望が多かったが、次年度幹事の入れ替えが予定され

るため、報告会の実施については、次年度の環境整備委員会で決定することとする。

(予 算は確保しておく。)

② 今和4年度防災活動内容報告会の資料を冊子として製本し、各区。まち協に配布する予算

も確保する。

<予算案> 防災活動内容報告会:40,000円

報告会資料冊子製本:40,000円

4 その他

(|)今後の予定

2月 16日 (本 )幹事会 (新旧) 19日寺～

*役員、委員長の決定、次年度計画のすり合わせ

3月  9日 (本)第 7回環境整備 委員会   |マ時30分～

*本年度の事業報告、次年度の事業計画の点検

(本年度事業の参加者数と決算、次年度の事業内容と予算の確定)
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く会報 原稿>

環境整備委員長 磐園 茂雄 (石部中央)

1月 21日 に実施した「防災活動内容報告会」 |ま 、本年度の当委

員会の一番大きな取組でした。全市を対象にした取組を一つの委員

会でよく実施できたものだと、いまさらながら|こ 委員会の皆さん本

部投員昴方々昴ご協力に感謝を申し上|ず る次第です。

二つ尋地区かわ取緯を発表していただきましたが、いずれも聞き

ごたえ鋤島る内容で、アンケー トの記述からも、参加者の心|こ響き

参考にしていただ :す たことがよく分かりました。発表地区のご負担

にならないよラ|こ と、発表時間を 15分 と致 しましたが、そのこと

が時間が押してしまう原国になりました。発表地区を二‐にして発

表時間を充分に取るべきであったかと、反省 しているところです。

参加者数は、各区 中まち協の役員さんが 78名 で、防隻士が41

名でした。役員さんの参加に比べて防災士の参加が約半数であるこ

とと、横員も防■士も参加がなかった区が 9自 治会に上ったことlま、

今後の課題 としたいと思います。

いずれ |こ しても、初めての取組が 100名 を超える規模で実施で

きたことな喜んでいます。ご協力ありがとラございました。


